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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年２月期第２四半期 23,084 41.2 921 376.4 1,390 85.9 830 104.1

2023年２月期第２四半期 16,349 10.5 193 △54.8 747 28.1 406 20.1

（注）包括利益 2024年２月期第２四半期 1,249百万円（7.3％） 2023年２月期第２四半期 1,164百万円（80.7％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年２月期第２四半期 35.04 34.82

2023年２月期第２四半期 17.11 17.01

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年２月期第２四半期 36,716 11,387 22.9

2023年２月期 31,855 9,850 23.5

（参考）自己資本 2024年２月期第２四半期 8,390百万円 2023年２月期 7,478百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年２月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2024年２月期 － 0.00

2024年２月期（予想） － 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 46,679 33.6 1,574 131.9 1,575 19.0 749 22.2 31.48

１．2024年２月期第２四半期の連結業績（2023年３月１日～2023年８月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年２月期の連結業績予想（2023年３月１日～2024年２月29日）

（注）1.直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年２月期２Ｑ 23,876,621株 2023年２月期 23,810,944株

②  期末自己株式数 2024年２月期２Ｑ 208,823株 2023年２月期 2,323株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年２月期２Ｑ 23,707,352株 2023年２月期２Ｑ 23,792,725株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

新規  1社  （社名）株式会社マルキチ、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来情報に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業績

等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあた

っての注意事項については、添付資料P３「１．当四半期決算に関する定性的情報、（3）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い、人流の拡大や

インバウンド需要の回復など、経済活動・社会活動の正常化が進み、緩やかな回復基調がみられました。一方で、

世界的な金融引き締めやロシア・ウクライナ情勢の長期化による景気後退懸念など、先行き不透明な状況が続いて

おります。

　国内の食品業界におきましては、原材料価格やエネルギー価格の高騰、円安進行に伴う物価上昇が続いており、

値上げや商品価格の見直しが実施される一方で、実質賃金が低下している状況下で個人消費を引き締める傾向が続

いており、引き続き、業界全体で厳しい経営環境が続くことが予想されます。

　このような状況下において当社グループは、「中小企業支援プラットフォーム」による傘下企業の業績向上支

援、および新たにグループ化した企業に対する統合作業やグループ企業とのシナジー創出に取り組むとともに、Ｍ

＆Ａ案件の検討および実行を強化することで、企業価値の向上に努めてまいりました。

　その結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績につきましては、国内子会社は、前期より取り組んできた価格

改定や生産効率化の成果が出てきたこと、Ｍ＆Ａにより新たにグループ化した企業の損益を取り込んだことに加

え、海外子会社は、新型コロナウイルス感染症への規制が緩和されたことにより業績が回復し、売上、利益ともに

前年同期を上回りました。

　以上により、売上高は23,084,975千円（前年同期比41.2％増）、営業利益は921,796千円（同376.4％増）、経常

利益は1,390,391千円（同85.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は830,661千円（同104.1％増）となり

ました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①　製造事業

　製造事業につきましては、Ｍ＆Ａにより国内および海外事業の拡大を図るとともに、「中小企業支援プラット

フォーム」の各機能による支援により、取引先の新規開拓や新商品の開発、生産効率化等の取り組みをおこなっ

てまいりました。

　こうした中、国内製造子会社は、原材料価格高騰に伴う価格改定の実施、および利益重視の戦略により不採算

取引の見直しや生産品目の削減により生産効率を向上させたこと、Ｍ＆Ａにより新たにグループ化した企業（株

式会社小田喜商店、株式会社細川食品、株式会社丸太太兵衛小林製麺、株式会社林久右衛門商店、株式会社マル

キチ）の損益を取り込んだことで増収増益となりました。また、海外製造子会社は、新型コロナウイルス感染症

による社会経済活動の規制が緩和されたことで、一部のスーパー向けの売上が減少したものの、ホテル、飲食店

向けの売上が回復し、増収増益となりました。その結果、外部顧客への売上高は18,224,145千円（前年同期比

50.6％増）、セグメント利益は1,109,103千円（前年同期比198.8％増）となりました。

②　販売事業

　販売事業につきましては、「中小企業支援プラットフォーム」による情報網等を活用し、既存取引先への深耕

および企画販売の強化に努めてまいりました。

　こうした中、国内販売子会社は、生協・宅配企業向けの売上が若干減少したものの、主に産業給食向けの売上

が大幅に増加し、海外販売子会社は、新型コロナウイルスの影響が減少したことでホテル、飲食店向けの売上が

回復し、増収増益となりました。その結果、外部顧客への売上高は4,707,519千円（前年同期比13.6％増）、セ

グメント利益は282,347千円（前年同期比62.8％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①　資産、負債および純資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は36,716,544千円となり、前連結会計年度末に比べて4,861,277

千円増加しました。これは主に、棚卸資産の増加1,681,023千円、受取手形、売掛金及び契約資産の増加

1,103,253千円、現金及び預金の減少408,274千円、有形固定資産の増加1,083,639千円およびのれんの増加

1,103,812千円があったことによるものです。

　負債は25,328,968千円となり、前連結会計年度末に比べて3,323,747千円増加しました。これは主に、借入金

等の増加3,471,762千円および支払手形及び買掛金の減少697,866千円があったことによるものです。

　また、純資産は11,387,575千円となり、前連結会計年度末に比べて1,537,529千円増加しました。これは主

に、利益剰余金の増加830,661千円、為替換算調整勘定の増加225,139千円および非支配株主持分の増加625,256

千円があったことによるものです。

②　キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金および現金同等物（以下「資金」という。）は、前第２四半期連結累

計期間に比べ489,973千円増加し、3,909,155千円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、1,689,002千円（前第２四半期連結累計期間は8,827千円の使用）となりまし

た。

　これは主に、税金等調整前四半期純利益1,596,751千円、減価償却費395,314千円、のれん償却額311,838千円

および棚卸資産の減少1,539,855千円等の増加要因に対し、仕入債務の減少953,672千円、売上債権の増加

680,710千円、為替差益164,955千円および法人税等の支払額400,565千円等の減少要因があったことによるもの

です。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、1,770,273千円（前第２四半期連結累計期間は459,134千円の使用）となりま

した。

　これは主に、有形固定資産の取得による支出338,646千円および連結範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ

る支出1,779,999千円等の減少要因があったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、597,281千円（前第２四半期連結累計期間は913,727千円の収入）となりまし

た。

　これは主に、長期借入れによる収入3,278,666千円等の増加要因に対し、長期借入金の返済による支出

2,544,272千円および短期借入金の減少1,112,915千円等の減少要因があったことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2024年２月期の連結業績予想につきましては、現時点において2023年４月14日付「2024年２月期決算短信〔日本

基準〕（連結）」にて公表しました通期の連結業績予想から変更はございません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2023年２月28日）

当第２四半期連結会計期間
（2023年８月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,000,847 4,592,573

受取手形、売掛金及び契約資産 5,493,126 6,596,380

商品及び製品 5,337,167 6,718,650

原材料及び貯蔵品 1,977,252 2,276,792

その他 673,006 807,919

貸倒引当金 △99,913 △102,334

流動資産合計 18,381,487 20,889,983

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,134,849 4,334,450

機械装置及び運搬具（純額） 855,415 975,003

その他（純額） 2,926,866 2,691,318

有形固定資産合計 6,917,132 8,000,772

無形固定資産

のれん 4,851,912 5,955,724

その他 251,729 231,845

無形固定資産合計 5,103,642 6,187,570

投資その他の資産

その他 1,475,195 1,660,410

貸倒引当金 △22,191 △22,191

投資その他の資産合計 1,453,004 1,638,218

固定資産合計 13,473,779 15,826,561

資産合計 31,855,267 36,716,544

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 4 -

㈱ヨシムラ・フード・ホールディングス(2884) 2024年２月期 第２四半期決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
（2023年２月28日）

当第２四半期連結会計期間
（2023年８月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,890,428 3,192,561

短期借入金 1,570,444 2,845,318

１年内返済予定の長期借入金 3,396,285 3,671,382

未払法人税等 471,361 600,948

未払消費税等 98,359 240,844

賞与引当金 275,730 232,994

その他 1,474,092 1,733,428

流動負債合計 11,176,702 12,517,478

固定負債

長期借入金 9,918,368 11,840,159

退職給付に係る負債 84,919 97,392

その他 825,230 873,938

固定負債合計 10,828,518 12,811,490

負債合計 22,005,220 25,328,968

純資産の部

株主資本

資本金 1,114,393 1,125,276

資本剰余金 1,974,489 1,985,359

利益剰余金 3,728,934 4,559,596

自己株式 △759 △167,611

株主資本合計 6,817,058 7,502,620

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 826 2,523

為替換算調整勘定 660,583 885,723

その他の包括利益累計額合計 661,409 888,246

新株予約権 546 418

非支配株主持分 2,371,031 2,996,288

純資産合計 9,850,046 11,387,575

負債純資産合計 31,855,267 36,716,544
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日
　至　2022年８月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年３月１日
　至　2023年８月31日)

売上高 16,349,011 23,084,975

売上原価 13,132,249 18,473,700

売上総利益 3,216,761 4,611,274

販売費及び一般管理費 3,023,270 3,689,477

営業利益 193,491 921,796

営業外収益

受取賃貸料 17,691 28,566

受取補償金 1,359 5,758

補助金収入 39,128 76,647

為替差益 446,964 240,048

その他 96,133 229,804

営業外収益合計 601,276 580,824

営業外費用

支払利息 38,679 93,177

支払手数料 － 15,000

その他 8,228 4,052

営業外費用合計 46,907 112,230

経常利益 747,861 1,390,391

特別利益

固定資産売却益 766 3,195

受取保険金 14,477 208,927

特別利益合計 15,243 212,123

特別損失

固定資産除却損 563 5,763

固定資産売却損 1,577 －

減損損失 31,447 －

関係会社清算損 4,493 －

特別損失合計 38,081 5,763

税金等調整前四半期純利益 725,023 1,596,751

法人税、住民税及び事業税 344,894 613,139

法人税等調整額 18,618 32,441

法人税等合計 363,512 645,580

四半期純利益 361,510 951,170

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△45,464 120,508

親会社株主に帰属する四半期純利益 406,975 830,661

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日
　至　2022年８月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年３月１日
　至　2023年８月31日)

四半期純利益 361,510 951,170

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △935 2,472

為替換算調整勘定 803,797 295,846

持分法適用会社に対する持分相当額 167 △43

その他の包括利益合計 803,030 298,275

四半期包括利益 1,164,541 1,249,445

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 889,130 1,057,498

非支配株主に係る四半期包括利益 275,411 191,946

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日
　至　2022年８月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年３月１日
　至　2023年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 725,023 1,596,751

減価償却費 264,020 395,314

のれん償却額 206,726 311,838

減損損失 31,447 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △21,241 △2,137

賞与引当金の増減額（△は減少） △55,176 △66,654

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 102 △43,652

受取利息及び受取配当金 △2,888 △9,101

支払利息 38,679 93,177

為替差損益（△は益） △361,465 △164,955

持分法による投資損益（△は益） △2,108 1,257

補助金収入 △39,128 △76,647

受取保険金 △14,477 △208,927

固定資産売却損益（△は益） 810 △3,195

固定資産除却損 563 5,763

売上債権の増減額（△は増加） △321,641 △680,710

棚卸資産の増減額（△は増加） △421,810 1,539,855

仕入債務の増減額（△は減少） 195,279 △953,672

未払金の増減額（△は減少） △48,595 10,639

未払費用の増減額（△は減少） △44,814 △10,290

未払消費税等の増減額（△は減少） △92,533 288,754

差入保証金の増減額（△は増加） 73,683 △1,580

その他 77,206 △126,925

小計 187,660 1,894,901

利息及び配当金の受取額 2,888 6,554

利息の支払額 △43,103 △97,460

補助金の受取額 39,123 76,643

保険金の受取額 14,477 208,927

法人税等の支払額 △209,874 △400,565

営業活動によるキャッシュ・フロー △8,827 1,689,002

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △219,024 △338,646

有形固定資産の売却による収入 7,541 72,650

無形固定資産の取得による支出 △17,728 △4,179

投資有価証券の取得による支出 △98 △532

投資有価証券の売却による収入 － 152,167

定期預金の払戻による収入 2,000 21,679

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出 △107,486 △1,779,999

貸付けによる支出 △124,678 －

貸付金の回収による収入 － 145,743

その他 339 △39,157

投資活動によるキャッシュ・フロー △459,134 △1,770,273

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △83,731 △1,112,915

長期借入れによる収入 3,414,856 3,278,666

長期借入金の返済による支出 △2,368,407 △2,544,272

リース債務の返済による支出 △48,988 △62,718

自己株式の取得による支出 － △166,852

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 10,812

財務活動によるキャッシュ・フロー 913,727 △597,281

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日
　至　2022年８月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年３月１日
　至　2023年８月31日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 93,585 68,281

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 539,351 △610,271

現金及び現金同等物の期首残高 2,879,831 4,519,427

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,419,182 3,909,155
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

製造事業 販売事業 その他事業 計

売上高

日本国内 9,140,694 3,230,759 37,644 12,409,098 － 12,409,098

シンガポール 2,071,259 912,640 － 2,983,900 － 2,983,900

その他海外 886,512 － － 886,512 － 886,512

顧客との契約から生じる収益 12,098,466 4,143,399 37,644 16,279,511 － 16,279,511

その他の収益（注）３ － － 69,499 69,499 － 69,499

外部顧客への売上高 12,098,466 4,143,399 107,144 16,349,011 － 16,349,011

セグメント間の内部売上高

又は振替高
186,040 235,166 44,702 465,909 △465,909 －

計 12,284,507 4,378,565 151,847 16,814,920 △465,909 16,349,011

セグメント利益又は損失

（△）
371,177 173,481 △77,876 466,782 △273,290 193,491

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年３月１日　至　2022年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない全社費用であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

３．その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）に基づく賃貸料収入等でありま

す。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　「製造事業」セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上

額は、当第２四半期連結累計期間末において、31,447千円であります。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

製造事業 販売事業 その他事業 計

売上高

日本国内 14,102,067 3,606,538 66,448 17,775,054 － 17,775,054

シンガポール 3,112,909 1,100,980 － 4,213,889 － 4,213,889

その他海外 1,009,169 － － 1,009,169 － 1,009,169

顧客との契約から生じる収益 18,224,145 4,707,519 66,448 22,998,113 － 22,998,113

その他の収益（注）３ － － 86,861 86,861 － 86,861

外部顧客への売上高 18,224,145 4,707,519 153,310 23,084,975 － 23,084,975

セグメント間の内部売上高

又は振替高
161,564 308,665 37,444 507,674 △507,674 －

計 18,385,710 5,016,184 190,755 23,592,650 △507,674 23,084,975

セグメント利益又は損失

（△）
1,109,103 282,347 △33,478 1,357,972 △436,175 921,796

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年３月１日　至　2023年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない全社費用であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

３．その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）に基づく賃貸料収入等でありま

す。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

(1) 資金使途 ：株式会社ワイエスフーズの株式取得にかかる資金調達

(2) 借入先 ：株式会社みずほ銀行および株式会社三井住友銀行

(3) 借入金額および借入条件 ：6,020,000千円を調達し、利率は変動金利（基準金利およびスプレッド）であり

ます。

(4) 借入実行日 ：2023年10月16日

(5) 借入期間 ：借入実行日より１年から１年４ヶ月

(6) 担保提供資産の有無 ：無担保、無保証

（重要な後発事象）

資金の借入について

　当社は、株式会社ワイエスフーズの株式取得にかかる資金を調達するため、2023年10月13日開催の取締役会にお

いて、以下のとおり金融機関から資金調達をおこなうことを決議しました。

- 11 -

㈱ヨシムラ・フード・ホールディングス(2884) 2024年２月期 第２四半期決算短信



（追加情報）

株式会社ワイエスフーズの株式の取得について

　当社は、2023年８月29日開催の取締役会において、株式会社ワイエスフーズの株式を取得し、子会社化するこ

とについて決議しました。

１．企業結合の概要

(1) 被取得企業の名称および事業の内容

被取得企業の名称　株式会社ワイエスフーズ

事業の内容　　　　水産加工製造業（ほたて貝柱、いくら醤油漬、いかそうめん、たこ刺し、つぶわさび等）

(2) 企業結合を行った主な理由

　株式会社ワイエスフーズ（以下、「ワイエスフーズ」といいます。）は、北海道茅部郡森町に本社及び工場を

構え、主に噴火湾沿岸で漁獲されたホタテの加工を行う企業です。噴火湾地域では最大規模のホタテ加工設備及

び保管設備を保有しており、買参権（漁協から直接水産物を購入する権利で、新規で取得することは困難）を持

つ漁業協同組合から仕入れたホタテを加工し、主に国内の水産卸売企業や中国の水産加工企業へ販売していま

す。当社の子会社である株式会社マルキチ（以下、「マルキチ」といいます。）とは、オホーツク沿岸で漁獲さ

れたホタテの仕入や加工受託等の取引関係があります。傘下には、株式会社マタツ水産（以下、「マタツ水産」

といいます。）、有限会社オガネサン清藤水産（以下、「清藤水産」といいます。）、株式会社ワイエス海商

（以下、「ワイエス海商」といいます。）の３社があり、マタツ水産は、北海道長万部を拠点とし、厳格な管理

が必要とされる対ＥＵ及び対米輸出水産食品加工施設の認定を受けた自社工場でホタテやサケ等の加工を行い、

主に国内の大手水産卸売企業を経由してスーパー量販店等へ販売しています。清藤水産は、ホタテの片貝加工

（ホタテの貝殻を半分取り除く加工）を行う企業で、片貝の生産量では国内で圧倒的なシェアを誇り、主に国内

の水産卸売企業を経由して飲食店等へ販売しています。ワイエス海商は、ふるさと納税等の通販事業、ちゃっぷ

林館（茅部郡森町が所有する温浴施設）の運営事業、同施設内の桜はな（飲食店）の運営事業を行っています。

通販事業は、主にグループ会社からカニやイクラ、ホタテ等を仕入、北海道森町の納税返礼品として販売してい

ます。

　株式取得の理由は下記の通りであります。

① 海外において需要が増加する日本産ホタテの調達ルートを確保

　世界で流通している「ホタテ」は、「主に日本等で生育されるホタテガイ」と「主に中国等で生育されるイタ

ヤガイ」であり、品種が異なります。日本産のホタテガイはサイズが大きく甘みが強く、サイズや味、品質の面

で大きな優位性をもっていることから、世界において希少価値の高い食品として認知度が高まっており、近年、

欧米及びアジアにおいて需要が増加しています。その証左として農林水産省が公表している「農林水産物輸出入

情報・概況」によると、2022年のホタテ輸出額は前年比42.4%増の910億円であり、品目別でみた農林水産物の輸

出額は１位となり、日本で最も輸出額の大きい農林水産物となっています。ワイエスフーズ、マタツ水産、清藤

水産の各社は、噴火湾沿岸の漁業協同組合の買参権を所有し、噴火湾沿岸で漁獲される新鮮なホタテの調達が可

能です。当社の子会社であるマルキチは、オホーツク海沿岸の漁業協同組合の買参権を所有しており、オホーツ

ク海沿岸で漁獲されるホタテの調達が可能です。ワイエスフーズが当社グループに参画することで、当社グルー

プは、北海道産ホタテの２大産地である噴火湾沿岸とオホーツク海沿岸からホタテを安定的に調達する権利を獲

得できることになります。

② 大手ホタテ加工企業としての確立された地位と高い品質管理能力を持つ生産加工設備

　ワイエスフーズグループは、北海道において数少ない大規模なホタテの加工設備、保管設備を保有する企業で

す。近年、設備投資を行えずに廃業や事業縮小を進める同業他社が多い中、同社は積極的な設備投資を行うこと

で、道内における大手ホタテ加工企業としての地位を確立してきました。加えて、ワイエスフーズの工場は対中

国HACCP認証工場として、マタツ水産の工場は対ＥＵ輸出水産食品取扱施設、対米輸出水産食品加工施設として認

定を受けるなど、高い品質管理体制を構築しています。

③ 当社グループ企業とのシナジー

　ワイエスフーズグループとマルキチが持つリソースとノウハウを共有することで、ホタテ業界における更なる

マーケットシェアの拡大と業績向上が期待できます。一例として、噴火湾のホタテは冬～春に最も水揚げされる

のに対し、オホーツク海は夏～秋が最漁期であるため、両社の繁忙、閑散期に応じて相互に生産を補完すること

で、両社工場の稼働率及び生産性を向上することが可能となります。また、当社グループであり、シンガポール

で水産品卸売業を行うSin Hin Frozen Food Private Limited（以下、「Sin Hin」といいます。）は、ホタテを

主力製品のひとつとして年間約170トン以上購入しており、現地大手スーパー等へEmeraldブランドとして販売を

行っています。現在、Sin Hinは、中国の加工企業経由で一部ワイエスフーズのホタテを購入しているため、マル

キチを含めた３社間にて仕入ルート及び販路の整理を行うことで、グループ間において安定的な供給と更なる海

外販路の強化が可能となると考えています。なお、中国が日本産水産品の輸入を停止したことにより、ワイエス

フーズグループの中国向けの売上高が減少する等、一時的な業績への影響は考えられますが、世界で評価が高ま
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る日本産ホタテの需要が減少することは考えにくく、中長期的な業績への影響は限定的であると考えています。

また、中国の輸入停止によりホタテの相場価格が下落することも考えられますが、ワイエスフーズ及びマルキチ

は大規模かつ高性能な冷凍保管設備を保有しており、冷凍ホタテの賞味期限は２～３年であることから、市況が

改善するまで在庫を維持できる体制が整っています。加えて、当社がワイエスフーズの連結を開始する際、在庫

単価を市場価格に基づき適正に評価替えすることで、連結後の損益が悪化しないよう対応することも検討してお

ります。また、日本政府及び東京電力は、本件により損害を被った水産関連企業への補償を表明しており、損害

が発生する場合には補償金の受領に向けて手続きを進めてまいります。当社は、ワイエスフーズをグループ化す

ることで、今後も海外を中心に需要の拡大が見込まれる北海道産ホタテを調達する権利、加工する技術と生産設

備、輸出に必要となる品質認証を獲得することができ、マルキチとの協業や、シンガポールを中心とした海外販

路やネットワークを組み合わせ、ワイエスフーズのさらなる業績拡大を図ることができると考え、株式を取得す

ることにいたしました。また、ワイエスフーズとマルキチを中核企業とし、北海道の水産及びその他食品企業の

グループ化を促進することで、更なるマーケットシェア拡大や設備投資による競争優位性の確立を目指し、北海

道における食品事業の拡大に向けて取り組んでまいります。なお、当社はワイエスフーズの発行済株式70％を取

得し、対象会社の代表取締役である坂本拓也氏と専務取締役である坂本佑介氏は、引き続き30％を保有するとと

もに代表取締役社長、専務取締役を継続いたします。共に協力関係を構築し、シナジー効果を発揮することで、

グループの業績向上及び北海道を中心とした日本の食品業界活性化に向けて取り組んでまいります。

(3) 株式取得日

2023年10月16日（予定）

(4) 企業結合日

2023年11月30日（予定）

(5) 企業結合の法的形式

現金を対価とした株式取得

(6) 結合後企業の名称

変更ありません。

(7) 取得した議決権比率

70％（予定）

２．被取得企業の取得原価および対価の種類ごとの内訳

取得の対価　　　　現金及び預金　　　　6,020,000千円（予定）

取得原価　　　　　　　　　　　　　　　6,020,000千円（予定）

３．主要な取得関連費用の内訳および金額

買収監査費用等　　　　　　　　 40,000千円（予定）

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法および償却期間

現時点では確定しておりません。

５．企業結合日に受け入れた資産および引き受けた負債の額並びにその主な内訳

現時点では確定しておりません。
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